





An attempt for faculty development reflecting class-evaluation of 
presentation software based lectures (2). 
????，、??? ?
Abstract: The purpose of this paper was to aim at an improvement of presentation software based teaching 
method. "Science of the Mind"， a series of1ectures in the first semester， was given by using presentation software 
Power Point. The improvement proposa1 for the 1ectures was made by examining class-eva1uation of the 1ectures. 
In the second semester， "Science of the Mind" was given according to the improved method. An exercise slide 
was presented first， and undergraduates worked out the exercise in the class. A corre1ation coefficient b巴tween
eva1uation of these slides and examination scores was high， and an effect on 1earning of the exercise slide was 
suggested‘According to a mu1tip1e liner regression ana1ysis of th巴feedbackquestionnaire and the class eva1uation 
of the exercise slide， itwas clearly shown that it final1y affected the sense of satisfaction of the class to work out 
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2・2 講義方法
プレゼンテーションソフトとしてMicrosoft社製Power
















1園 5 本稿の目的 講義はほぼ全てプロジェクタを用いてPPTファイルを
本稿では， 2003年度の授業評価結果を用いて， 2004 投影して進行した.補足資料がある場合は OHCも併用
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した.出席は講義時間中に出席簿を回覧し記入を求めて ライドがあることで，その回の授業内容に興味を持ったJ





























3圃 1. 2 実施手続き




































容の理解が進むと思う J (β=.367， pく.001)の 2項目が
試験成績に有意な影響をもたらしていた.
ィードパックアンケートは3 前週の講義時に実施した 4圃 3 スライドの評価と授業評価との関連
スライドの評価項目 5項目と授業評価との関連を検討
3開 2 後期 するために後期授業評価結果を用いて重回帰分析を行
3. 2.1 評価項目 い3 標準偏回帰係数を算出した (Tab1e4) .授業評価項
評価項目は全学で実施する授業フィードパック用紙の 目は「あなたは，この授業を熱心に，意欲的に受講しま
自由設聞として設定されている (16)~(20)の欄に，前期に したかJ， 1この授業のテキストや教材は，あなたにと
使用した課題スライドに関する項目のうち 1最初のス って適当でしたかJ， 1この授業の内容には興味が持て
授業評価を用いた授業改善の試み(2) スライドの提示方法に関する検討 71 
Table2 rこころの科学」の授業評価項目の平均値と標準備差
項目 2003年度後期 2004年度前期 2004年度後期
2.13(1.02) l 画面が切り替わってしまうので講義の流れがつかみにくい・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.75( 1.22 ) 
2 画面が早く切り替わるので書き写す時間が十分ない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.14 ( 1.22 ) 2.22 ( 1.17 ) 
3 講義がスムーズに進行するのがよい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3.80 ( 1.02 ) 3.67 ( 1.03 ) 
4 板書しないので講師の言ったことのメモが取りにくい.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2.88 (123 ) 220( 1.07 ) 
5 資料はプリントで西日られた方がよい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3.97 ( 1.07 ) 
6. 自分で記入する所がもっとあるとよい・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・園田・・・・・・・・・・ 2.75 ( 1.18 ) 
7.スライドそのままの資料は活用しにくしい.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2.54 (104 )
3.91 ( 1.18 ) 
2.46 ( 1.03 ) 
7' スライドそのままの資料の方が活用しやすい・・・・・・・
8 .授業時に配布したワー ク、ンー トなどもWeb上でダウンロー トできる方がよい・・・・
3.06 ( 1.01 ) 
3.50 ( 1.17 ) 
2.44 ( 1.12) 
3.30 ( 1.23 ) 
2.28 ( 1.14 ) 
3.07 ( 1.17 ) 
3.39 ( 1.02 ) 
3.48 ( .97) 
3.52 ( 1.00 ) 
3.57 ( .90) 
3.58 ( .97) 





3.28 ( 1.03 ) 
3.48 ( 1.16 ) 
3.84 ( 1.07 ) 






3.72 ( .93 ) 
3.86 ( .90 ) 
3.88 ( .86) 
3司84( .82) 
S6 最初のスライドがある方が，授業内容の理解が進むと思う・ 4.12 ( .84) 
Table3試験成績とスライド評価の重回帰分析結果
S1 S2 S3 










Sl S2 S3 S4 S6 
あなたは，この授業を熱心に，意欲的に受講しましたか .071 .184 .278 130 002 .328 

















課題に積極的に取り組んだJ (β=.256，pく.01) ， r最初
のスライドの内容は，それに関連した箇所の理解に役に




.ー011 .121 237 .085 .159 262 
057 .116 256 .223 .042 352 
字幕，.. 
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になると，ディスカッションに積極的に参加し，それを
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らである(山藤・安岡， 2003) . しかし，大学教員は，教 McKeachie， W. J. 1986 Teaching Tips.(8th ed.) 
員になるための特別な訓練を受けていたわけではないた
め，教員に対する大学教育のガイダンスや研修も必要で
あるとの指摘(中村， 2003) もあり， FD活動がその役割
を担っていくのであろう
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中村博幸 2003 大学教育に関するガイダンス教育
個々の教員に大学教育を理解して貰うために 大
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